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と よ り考察 すれば ． 原腸胚 の 豫定 外胚葉が ， 紳經化ナ る か 表皮化す る か は ， そ の RNA 量に依ワ て も決定

され る も の と考え られ る 。 即ち これ億 家 の 如 く表現し得 る 。
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一方 rib ・nucl … e の ・cti ・ity の 増加が原腸胚か ら瀞經鮟臨 §ぬ ヒの ほ誘靴 擱 蓮 L 趨 とtUbn る 。

　（問 ｝ RNA と DNA との 關係は ありま せ ん で し よ 5か 。 ｛長谷’鞭

　（筌） 現在その 點に つ い て はは つ き b した デ
ータ を持つ て 居 りませ ん 。

澗 ・） 核斷 ゆ う ど 5の 原因 と緒 えにな狽 體的爐 撚 塒 ちで ござ い ま 蟻 屯 （2．） 囎 内で

遯離 の 核酸 の 存在ほ非常に考えに く喚 と想い ます潔 ど5 で し よ うか 。 （高 浪滿 ）　　　　　　 1

櫓 1） 昨 年の 山 田先 生 の 仕恥
．
ら勸 ・ ら し 偲 われ る ・ （2） 瀚 め 核酸 と云 5の で’まな ぐ噸

・

化 した核蛋 白と 考 え る。

　｛聞 1） 蛋自部 分 の 相違を もつ と考えなけれ ば な ら ない の で は な い で しょ うか 。 　 （2｝ 遞離 した RNA

が active だ とす れぱ 璋凝それ をは か つ た らど うで し よ 5か 。 ｛武麟 信 ｝

　｛答 1｝ 現在の所環串の 相遶 に つ い て は到 つ て い ない 。　（2）
’

こ こ で は 迸懸 し た 核酸と斷躄し た わ け でit

あ り ま せ ん し又 それを弊…量ナる に は Schneider 法一〇τcinol 　reaction で itボ可能 。

（問〉 腹方帶即 夢合で も，
35−40ケ で定量に充分か 。（川一1・，X）

　（答） 抽出す る撰酸一f「action の volume を 少量｝こ すれ ば 充分 定跫 L 徳 る。　　　　　　　　　　．

雨膜類 の勸 期發生 と黌水化物代謝 川上 泉 （乖大 ・理 ・ 生）

　Brache ち Tamini そ の 他ほ 呼吸 ， 解糖作用毒潔 Li と同標の 影響を胚｝こ及ぱ さ．ない あ ら ，
　Li　i勅果を炭水

化物代謝と結び 付サる こ とは 出來 な い と邇べ て い る 。

　兩慶類 の 胚を用い る と ， Li は そ の 解糟作用を抑え ，
一・“方呼 吸を高め る 。 呼覈 に つ い て は Lindahl の ウ ニ

で の 綾果ほ逆に 出て い るが ， B ”fo．　Rana で同様 の 結果を得た o 呼吸墳加の 勧果を他 の紬 織に輿え る 2
，
　a

dich！orophenol −indophenol を 用 い る と ， こ れ で も Li と同樣の 略 聖 を 生 じ ， 叉 8 げ∂ の 腔 で呼吸 を高 b ，

解糖 作用を抑 える 。 toluylenblde も前 2 者 1こ 比べ る と 弱 くわ あるが 同樣な聴型形成の作南i5ごある 。 こ れで

も呼吸 解糖作用 に 上 の 2 者 と伺 一傾向 の 影響を及ぼ す 。 こ れ らの薬 品 ほ 一般 の inhibitorsと異 り呼吸 ， 解

糖作 用を破壌ナ る の で な くて ， 闡に抑髄又は墳大即 ち量的な影響を與え る もの と思 われ る 。 決定的に ほ 冒え

ない が ， こ れ らの 藥品處 理に よ る崎型形成は 呼吸 と解雛作用 の 不均衡に よるの では な か ろ うか 。

　｛悶） Histochemie で陷入 の 時 Grykogen が へ る と い 5の は 御仰 せ の 邇 b私 の 經驗で もあや しい と思 い

ますが 定 量的に ほやは り 30 ％ 前 後 の 減 少淤 あ る よ 5で す ・ （大澤省三 ）

　（答） 滅少は否定 して い るの で なく， 墾織化學では Woerdemann の 隷に は r） きり出ない とい うの で す 。

　　　　　　　蛙 の 發生 黐期に於 抄 るア ミ ノ 酸 代謝に 闘す愚珊究

中村健兒 ・高浪 滿 ・司抓 由三
・
今泉 正 ・廣田猛 夫 ・池谷清一・（窟大 。理 ・動）

　モ リ ア オ ガ ェ ル 卵 の 外總期 まで の 8段階の 卵を 60％ ア ル コ 冖ル で 沈澱部勞 （蛋白躑分 1 と上 澄 〔ア ミ ノ

酸 ，
ペ プ タ イ ド部 分）に 分 け ア ミ ノ 酸量 の 微生物 定暈を行 つ た 。 上澄で は ア ミ ノ 酸量ほ受精直俵僅か に 上 昇 ，

そ の 後一定 し外鰓 期に急に 上 昇す る 。こ の 聞グ ル タ ミ ン 酸は量 が 多い ぱ か りで な く蓮壇上昇 し ， ゼ リ ン は 一

時減 少ナる 。 蛋白部分で は 箭成 ア ミ ノ酸に つ い て 見 ると比較的安定 した 1群 （バ リ ン ，
・ イ シ yt ス レ オ ニ

（46 ）
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